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公立中学校におけるワークショッブ型校内研修を核にした授業力向上の取組↑
一学校改善プランに即した－年間の実践を通して一

浦野弘＊

秋田大学教育文化学部

本研究では，教師相互の協同によるワークショップ型研修方式を取り入れ，生徒の学力

向上を目指した校内研修会の在り方を４年間にわたり改善してきた潟上市立天王中学校を

対象に，2010年度の実践をもとに，教師の授業力向上のための研修と生徒の学力向上の成

果について報告している．

授業を対象にし，授業力向上を目指す校内研修会そのものと，それを支える教員間の共

通理解を得るための職員会議等を含めた「校内研修」の体制が効果的に機能したことを示

している．また，天中方式という付菱紙を用いたワークショップ型研修会が効果的である

ことをアンケート調査から明らかにし，さらには外部講師との連携による研修会の効果が

大きいことを示している．

キーワード：専門職としての力量，教師の成長，現職教育，校内授業研修会，学力向上

１．はじめに

児童生徒の学習状況の改善と学力の向上は，学校

教育現場では喫緊の課題となっている．その解決に

は，教師の授業力の向上が不可欠である．

この点については，明治以来の授業研究を基礎と

した校内研修というシステムが我が国にはあり，日

本の学校文化として自立的に維持されてきた．こ

のシステムは，国際的にもⅧLessonStudyM,"Jugyou

KentyuuⅧとして広く認知されるようになってきた．

一方，このような校内研修は，特に中学校におけ

る研修は脆弱であり，一握りの教師の授業公開と授

業反省会が行われているのみで，研修が形骸化し同

僚性が育まれにくい状況にあるという指摘がある

(例えば，佐藤･佐藤，2003)．

このような背景を受け,例えば,村川（2004,2006,

2010）は，教師に「確かな学力」と「生きる力」を

育むための授業開発力とカリキュラム開発力が求め
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られるとし,「教師力」を高めていく方法としてワー

クショップ型研修の手法を提案している．また，津

本（2009）は，教師成長の鍵となる「実践知」形成

の基礎である熟考と対話と協同を目指す授業研究の

基本的な視点として，熟考と省察を通じて形成する

実践知モデルを基盤とした，教師成長を目指す「授

業リフレクション研究」の手法を提案している．筆

者も，校内研修会の在り方を自律的に検討している

事例を報告してしてきた（浦野，2009)．

本研究では，教師相互の協同によるワークショッ

プ型研修方式を取り入れ，生徒の学力向上を目指し

た校内研修会の在り方を４年間にわたり改善してき

た潟上市立天王中学校を対象に，2010年度の実践を

もとに，教師の授業力向上のための研修と生徒の学

力向上の成果について検討する．

2．研究の目的

2007年４月に赴任した現任校長が同校の実態に即

して同年１１月に｢生活がよくなれば学力も向上する」

という前提のもとに，学校改革を提案した．筆者は

その当時から現在まで,継続して同校の訪問を続け，

その変容を観察してきた２年目の実践の一部は，
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浦野（2009）で報告した．

本研究では，このような授業を対象にし，授業力

向上を目指す校内研修会そのものと，それを支える

教員間の共通理解を得るための職員会議等を含めた

｢校内研修」の体制について報告する．また，これ

らの改善を通して，生徒の学力向上や生活改善をも

たらしたことについても示す．

3.2007年度からの実践の状況

3-1．実践校の課題と改善プラン

同校は2007年11月に，生徒の生活の改善と学力向

上を目指し，校長のリーダーシップのもと，次の７

つの基本方針を打ち出し，改善に取り組み出した

①生活＝学習の一体的推進

基本的な生活と学習態度の見直しを一体的に

推進し，学習に向かう構えをつくる．

②全校体制による推進

学年，教科，部活の枠を超えて，全校一丸と

なって推進する．

③生徒活動の重視

生徒の自主的な活動を活性化し，生活向上と

学習重視の流れをつくる．

④授業力の向上

話をよく聞き，生徒同士が学び合う授業をめ

ざし，研修体制の充実を図る・

⑤家庭学習の習慣化

家庭学習の習'慣化を促し，達成感を味わいな

がら取り組める工夫をする．

⑥条件整備

方針実現のため，日課変更や分掌業務の見直

しを行い，保護者等にも周知する．

⑦評価・検証．

達成目標（時間得点評価段階等）を明示

し，評価・検証を経て精度を高める．

この基本方針に基づき，例えば，学習規律の維

持･向上を目指した日常的な取組では，チャイム席，

挨拶，集中，忘れ物，の４項目について授業終了後

に５段階の評価を受け，時間割にそって一週間分が

記入できるような「生活･学習評価表」を開発した

それを学級委員が帰りの会で発表し，授業態度等の

振り返りを行う．また生徒会では毎月第２週を「生

活・学習強調週間」と位置づけ，「めざせ集中45以

上」というようなキャンペーン活動を実施し，全校

の評価を一覧表で公開し，優秀クラスを表彰する等
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の意欲付けを図った．

3-2．教師の授業力向上の取組一わかる授業へ

日々の授業においては，お互いが認めかかわり合

う雰囲気の中で，「わかる授業」に努め，「学びから

の逃走」に歯止めをかけたいという願いから，協同

的な学習の形態を全校で実施することにし，すでに

近隣の中学校で行われていた「学びの共同体」の実

践にも学びながら，．の字型の机配置，４人グルー

プによる「学び合い」を学年進行で緩やかな導入を

2007年から図った．これは，生徒の学びを丁寧に観

察し，授業研究会で交流し合うことなども含め，多

くの教師にとっては新しい体験であり，戸惑いつつ，

試行錯誤をしてきた．その当時の校内研修会の受け

止め方は浦野（2009）によって報告した

また，2010年度においても，「一人一研究授業｣，

｢年２回の相互授業参観｣，「教科を超えた学年部授

業研究会」等を,年間を通し計画的に実施している．

さらに，近くにある県総合教育センターの指導主事

等を活用した授業研究会を試み，事後研究会の活性

化を図ってきている．2009年度までは使い分けてい

た付菱紙を用いたワークショップ型の研修会方式

を，生徒個々の学びの姿も語ることを目指した「学

び・付菱方式＝天中スタイル」として全ての授業検

討会で実施してきている．

3-3．家庭学習の習慣化への努力

2007年当時，「学びからの逃走」が最も顕著に現

れていたのが家庭学習量の少なさであった．そこで

｢学びシフト」と称し，家庭学習の時間的な増加に

努めた．この取組は学年部を中心に行われ，家庭学

習ノートの提出，家庭学習時間倍増キャンペーンの

実施，週末課題の提出等の外発的ではあるが，生徒

の意識高揚の手だてが試みられた．その結果，家庭

での「学びからの逃走」に歯止めがかかり，家庭で

も机に向かう習慣が高まってきた（表ｌ参照)．

なお，この成果を受けて，2010年度には，「家庭

表１平日１時間以上の家庭学習をする生徒の割合(％）

調査年

2007年

2009年

１年

３４(57）

８６(64）

2年

２６(49）

８２(55）

3年

４９(59）

７２(70）

[注］・2007年度は１，２，３年（全県調査４月）

･2009年度は３年（全国調査４月）１，２年（全県調査１２月）
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学習の質的向上」を目指し，５教科の「家庭学習の

手引」を作成し，指導に取り組んでいる．

4.2010年度の校内研修会への取組状況と，その特徴

校内研修会のみならず，日常的な授業づくりを共

通に行うことを目指し，2010年度当初に策定した申

し合わせ等を示す．

4-1.年度当初の申し合わせ事項からの発展

日常的に実践する授業づくりにおいて取り組む事

項を表２のように全校を挙げて共通理解し，足並み

を揃えて実践するように心がけている．同様に校内

研修の重点事項についても表３のように行っている．

表２にある「『学び合い』のある授業づくりの深化」

は，2010年度のはじめの職員会議において，

．．の字型座席を日常の基本形とし，その中に入

り，顔を合わせた対話を促す授業を実践する．

・黒板に背を向けないような配置の４人グループ

を静かに速くできるようにする．

．隣同士のコミュニケーションを活性化させる学

習活動を取り入れ，互いに確かめ合うことや分

からないことを聞く等を促す．

等の授業スタイルの共通理解を図っている．さらに,次

回の職員会議では「4人グループによる学び合いに慣

表22010年度当初に策定した研究の重点化①「『学び合い』のある授業づくりの深化」の取組内容

具体的実践事項

１．コの字型座席による一斉指導と手立て

を明確にしたグループ活動

(他者とのコミュニケーションのある協

同的な学びの推進）

2．学習意欲や課題意識を高め，全員の学

ぴを保障する学習課題の設定

○学習課題「…か」「なぜだろう」（問い）

○学習課題「…しよう」（活動のめあて）

3．学習を適切にまとめる時間の確保

(成果と課題の明確化と共有）

○学習課題「…か」「なぜだろう」（問い）

に対する学習のまとめはその「答え」

○学習課題「…しよう」（活動のめあて）

に対する学習のまとめはその「成果と

肩果題」「活動を通して得た気付き」

取組内容

①個別の学習活動でも分からないことをすぐに聞ける，教えられる（安心

感のある学び）関係づくり

②１時間に１回４人グループによる学習活動の設定と有効活用のための

手立ての明確化

③．の字型座席によるコミュニケーションする力（共有する．発言をつな

ぐ）の向上

①学習意欲の喚起や基礎・基本の定着，思考の深化など，手立てを明確に

したグループ活動とそれを促す発問・指示

②理解の程度が様々な状況にある生徒が学び合うこと（互恵的な学び）を

通して，レベルアップする学習課題

①生徒個々が「分かった･できた」ことを共有する（．の字型座席の活用）

時間の確保

②グループ活動でできたことを一人でもできることを確認する（インプッ
トされたことが適切にアウトプットされたかどうかを見取る作業）時間

の確保

③学習課題とまとめの連動（授業の終末の生徒の姿を明確にした学習課題

の設定）

表32010年度当初に策定した研究の重点化②「授業力向上を目指した校内研修の充実」の取組内容

具体的実践事項 取組内容

1．一人一研究授業の実践 ①教科等訪問算数・数学学力向上推進班要請訪問（１回)，学びの研究会（５ ●

１２月)，講師研修会，研修学年部会

②天王中方式（授業・付菱研修く生徒>）の実践の深化

･本時案を作成し，研究授業を実施（授業を見る視点）

．付菱紙を用いた授業分析（マトリクス法十付菱に生徒の学びの姿十指導主事

等の教科の専門的指導者による指導助言）

2．相互授業参観（年２回の「学び ①１回目6～７月，２回目１１月に設定

合い期間」の設定） ②｢学び合い」の場面（前・中・後）と手立てを明示

③学習指導部（学年別）で参観計画を立案

3．月例研修会の計画的実施 ①全体研修会と研修学年部会・教科部会

②｢学び合い」実践発表や各研修会・研究会報告会，学習状況調査の分析，外部

講師を招いての講話などの計画的実施

4．生徒の授業評価を活用した授業 ①授業について教師．生徒相互が評価し合い，結果を授業改善に反映（７．１２月）

改善 ②諸調査（県学習状況・生徒評価）と関連付けた生徒個々に対するケア

第33号2011年 1１３

Akita University



れさせる」ための方策として，次のような具体的な

事例を上げ,一層の共通理解を得る努力を行っている．

・学習課題を確実に掲示（板書）し，本時のゴー

ルを明確に示す（具体的な板書等の例示)．

・１時間に一度は，グループによる学び合いを設

定する．

・グループによる学び合いでの手立てを，はっき

り示す（初めは一人で考える→分からないこと

を聞く，前時の学習内容を確認する→一通りで

きたらグループ内で確認する，など)．

・グループによる学び合いでは，「より分かる・

できるようになる」「新しい見方・考え方を交

流し共有する」という目的を生徒に伝える．

・グループで考えを一つにまとめるのではなく，

4-2．校内授業研修会

同校での2010年度に実施した校内授業研修会の日

程を表４に示す．「一人一研究授業を提示する」と

表４天王中学校の平成22年度の授業を対象とした校内研修会一覧

114 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

最後は自分の考えとして発言させる．

・グループ活動が低調であったり，活動から外れ

る生徒がいたりする場合は，意図的にかかわっ

たり，活動を中止し，．の字型に戻したりする

ようにする（グループに依存しない)．

このように教師集団も段階的に成長するように心が

け，さらに，取組がかけ声だけに終わっていないか

を毎月，チェックも行っている．さらに，このよう

な視点を持ち，後述する校内授業研修会を参観する

ことになる．

月 日 曜 研 修 内 容 く 形 態 ＞ 授業者等 指導者 主担当者

５ １８

2４

水

月

学びの研究会①＜全体・付菱＞

中央地区講師（臨時）研修会

中央教育事務所長訪問（一般授業３校時）

2年保体

学
徳
科

数
道
理

年
年
年

１
２
３

外部講師

中教事務所指導主事

研究主任

学習指導部

教務主任

研究主任

６ １４ 月 研修学年部会く付菱＞

1５ 火 算数・数学学力向上推進班計画訪問

＜付菱＞

1６ 水 Ｂ小学校校内研修

2８ 月 研修学年部会く付菱＞

28日(月)～７月８日(木）

3年技家 県総教セ指導主事 学習指導部

2年数学 中教事務所指導主事 教務主任

教科主任

研究主任

４年算数

2年国語 県総教セ指導主事 研究主任

学習指導部

相互授業参観期間①

７ １

５

木

月

中央教育事務所指導主事教科等訪問

(一般授業２校時）

＜分科会・付菱＞

研修学年部会く付菱＞

2年理科

1年音楽

3年英語

3年道徳

3年国語

中教事務所指導主事

等計４名

教科主任

研究主任

研究主任

学習指導部

1０ ４ 月 研修学年部会く付菱＞ 1年理科

2年美術

県総教七指導主

事等２名

研究主任

学習指導部

1１ ８ 月 研修学年部会く付菱＞

８日（月）～１２月１日(水）

2９ 月 研修学年部会く付菱＞

１年社会

3年数学

県総教セ指導主事２

名

研究主任

学習指導部

相互授業参観期間②

１年国語

3年社会

県総教セ指導主

事２名

研究主任

学習指導部

１２ １

６

水

月

学びの研究会②＜全体・付菱＞

研修学年部会く付菱＞

2年英語

１年保体

3年保体

外部講師

県総教セ指導主事

研究主任

学習指導部

研究主任

学習指導部
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いう原則のもとに，実践している．また，その検討

会の持ち方は，付菱紙を用いたワークショップ型の

研修会を「天中方式・付菱研修」と称して，実践し

ている．その特徴は，年度当初に共通理解をはかる

配付物（資料ｌ参照）に基づき，年１０回の授業検討

会を全てこの方式で実施している．付菱紙は初めか

ら全てを貼るのではなく，貼りながら書いた内容を

補足・解説する発言をすることにしている．この点

が付菱紙に記入する際の授業観や教育観，あるいは

実践知の片鱗を垣間見ることになり，語りにつな

がっている．同校の授業検討の場面では，このよう

なことが非常にスムーズに進行している．

表５は浦野（2009）が指摘した研修会のねらい

とその方法に相性があり，ワークショップ型は多様

なねらいに活用できることを示したものである．そ

こで，同校は，2010年度には全ての研修会にこの方

式を活用することにした．

表５研修のねらい．ターゲットと研修会の方法

従来型

ワーク

ショップ型

子どもの学

び型

教 師

教科の内容

教科に依存

する方法

◎

○

授業の展開

授業技術

○

◎

○

子ども

子どもの学び

協同学習

○

◎

授業を対象にした校内研修会の運営方針は，

・生徒の学びの事実から授業を語る

・学年部単位での研修も行う

・教科の壁を超える

という特徴を有している．

その際，県教育委員会と市教育委員会との連携事

業を活用して，近くにある秋田県総合教育センター

の指導主事に指導の要請も行っている．その際は，

付菱紙を用いた研修が完了した後に，指導助言をも

らうことが多い．

さらに，校内研修会の他に，「相互授業参観」を

年に２回各期間は２～３週間程度をとり，各自が

単元名とその時間のグループ活動のおよその時間帯

(１時間の中の前半か中頃か後半かという程度）を

提示し，参観者はグループ活動の時間帯だけでもい

いので参観するというものを設けている．

第33号2011年

5．校内研修会に関する先生方の評価

以下に同校の全教員を対象に，研修会の在り方

について，①学年部単位で授業検討会，②天中方式

の研修方法，③学びの研究会のそれぞれについて，

自由記述によるアンケート調査を2010年１２月～１月

にかけて実施した．その回答を集約したものをもと

に，以下で検討する．

5-1.学年部単位での授業検討会について

2007年の改革以来，実施してきた学年部という単

位で行う授業検討会の方式についての回答を集約し

たものを表６に示す．全般的には，この方式に対す

る評価は高いことがわかる．一方，2010年４月の異

動により，このような方式が初めてという教員に戸

惑い，とりわけ，他クラスが自習となる点や授業意

図,観察の視点等の事前研の必要性等の指摘がある．

5-2「天中方式．付茎研修」の研修方法について

同校においては,「天中方式･付菱研修」と称して，

生徒の学びの事実を根拠にして（付菱紙にできるだ

け記録して)，付菱紙を用いたワークシヨップ型の

研修は定着してきている．この研修方法に関しての

回答結果を表７に示す．様々の意見や感想などが出

しいやすい雰囲気や教科の枠組みにとらわれずに話

し合いが成立すること，その結果，学校全体の研修

が同じ手法で進められるというような効果があげら

れている．一方で，転任者等を含めてこの手法や方

式によるメリットの理解が不十分なまま実践されて

いたと思われる記述もあり，一層の共通理解のもと

に実践することの重要性がわかる．

5-3．学びの研究会について

同校では，前述のように，年に２回外部講師を招

いて「学びの研究会」を開催している．その際には，

校内研修会を公開し，他校からの参観者もある（通

常の指導主事訪問等の校内研修会には近隣の連携を

図っている小学校からの参観者がある)．この研究

会の方式に関しての回答結果を表８に示す．

観察対象を焦点化することによる効果の指摘があ

り，この点はこの学びの研究会のみならず，全ての

授業研究会に当てはまることである．

2010年度のこの研究会は，従来の学びの共同体的

な検討会の様式に囚われずに，天中方式．付菱研修

によるワークショップ型研修の方法で行っている．

１１５
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表６学年部単位の授業検討会に関する成果と課題

成
果

○生徒一人一人の反応をよく見ることができた．

学年部生徒の学びの姿・生徒理解

○参観する側としては，自分の教科以外での生徒の様子を見ることができ，多面的生徒理解に役立った．
○学年の生徒の理解も図られる．

○他教科での生徒の授業に向かう姿勢や違う表情を知ることができた．

○自分の教科以外での生徒の授業態度や様子が見られ，生徒理解につながった．

○担当教科以外での生徒の様子を見ることができ，中には意外な面を発見することができた生徒もあった．
○なかなかない他教科の授業を参観する機会となり，参考となる点が多かった．生徒たちのいろいろな面を見るこ

ともでき，有効であった．

○他の授業参観によって,生徒のいろいろな姿を見ることができた｡また,焦点生徒について話し合うことができた．

○普段関わっている生徒が他の教科ではどのように学んでいるかを知ることができる．
○普段関わっている生徒が他教科の授業ではどのように学習を進めているかを見ることができ,今後の参考となった．
○他教科での生徒の学びが分かる．

○他教科の授業の進め方や工夫が分かり，参考になった．

教科の枠を超えた研修

○授業する側としては，他教科の先生にも分かりやすく，生徒の実態を生かして，という意識でより丁寧に授業の
準備をすることができた．

○他教科の先生方の意見を聞くことができ，視野が広がる．

○自分の教科での生徒の様子，授業づくりの方向性だけでなく，広い視野で見つめ直すことができた．

○他教科の先生の異なる視点からのアドバイスは自分の授業を見つめ直すきっかけになった．

○教科の枠を超えて，

○自分の教科とは違う

話し合うことができた．

教科の授業を参観することができて勉強になった．

同学年部研修の長所・同僚性

○学年の生徒の様子がよく分かる先生方で話し合いをすることが多いので，より突っ込んだ話し合いになり，その
結果をすぐ学年の指導に生かすことができた．

○教科の枠でなく，同一の生徒を指導している仲間という枠で研修を行うことが一番大切なことだと思う．
○学年の生徒，学年の先生方での研修なので。気心も知れて，意見の交換が活発にできる．
○お互いに授業を見合えて，たいへん参考になった．

○とにかく全員が一度は研修（研究授業）を行うことは必要の第一．成果がないはずがない．

一人一研究授業

○一人一授業で研修の機会が与えられていてありがたい．他学年，他教科の授業を参観でき，大変よい機会だった．
○基本的な学習習慣について協議確認し合える．

○講師を招いて，専門性について考えられた．

課
題

●生徒の自習時間をどうするか（先生不在時の心配と自習時間の多さ)．

自習への対応

●自分の教科の授業を自習にしてまで参加しないとならない．授業時数の少ない教科にとっては痛手である．
●自分の授業に支障が出る．

●生徒が自習になってしまうのが惜しい．

●授業を参観するために，自分の授業を自習にしなければならない点について，改善策はないか．
●学年部が必ず学年の授業にかかわっている時間に研修できるわけではないので，他学年への補充等が必要になる

だろうと気になる．

●自分の授業が自習になるので，時間割の工夫が必要である．

●時期の分散化が必要なため，先生によっては多忙を極めることが課題．

●余裕をもった取組．

付筆研修のルールの共通理解

●付妻研修で教科の特性や授業の進め方に深く入り過ぎ，生徒の様子を話し合えないことがあった

●話し合いで一つの話題から発展していくのはよいが話からそれていく場合があったので注意したい．

事前検討会

●授業前に研修会を持ち，見て欲しい箇所と指導案の検討会が短時間でもあればよい．授業者の意図が分かる．
●学年部の職員が，年次・出張などで全員そろわないことが多く，人数が少ないために深まらないことが多かった

そ
の
他

●
●
継続（する)．

抽出生徒の観察

４月から特定の生徒を抽出して年間を通して観察することで，成長の姿が見て取れるのではないか．

･学年の教科担任が共通してその生徒とのかかわり方を探る機会にもなると思う．
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表７「天中方式・付萎研修」に関する成果と課題

成
果

付茎研修の意見の出しやすさ・視覚的

○付菱があるために，否応なく意見を言わざるを得ないので，若い先生や講師の先生にはよいと思う．
○付菱で全員が意見を出し合え，成果や課題が視覚的にも見えてくる．

○お互いに意見交換しやすい雰囲気がよい．

○生の意見が交換できる場は貴重．

○全員の発言を聞くことができる．少人数で発言がしやすい．

○意見が出やすく，また成果や課題が整理されて分かりやすい．

○模造紙に張ることにより，先生方の意見を全体的にまとめて見ることができた．

○発言がよく理解できた．

○付菱を使った研修は全員の意見を引き出すことができ，とても有効な手段だと思う．

○付菱方式（小グループ）は，様々な意見や感想を出しやすい雰囲気になり，よいと思う．
○意見が活発に出し合える．

○共通理解をしやすい．

生徒の学びの姿

○生徒の名前が出ることで，より具体的な協議になっている．また，焦点生徒を設定することで，成果や課題がよ
り浮かび上がりやすくなっている．

○生徒の様子や変容をもとに，生徒にとって効果的な学びの在り方を話し合うことが当たり前になってきた．

研修方法のよさ

○付菱研修では様々な先生方が教科の枠を超えて話し合うよい機会であったいろいろな視点・角度から生徒を観

察していることが勉強になった．

○付菱に書くことにより，授業中にも時間を取ることなく内容を書き留めることができた．

○すべてが定着し，混乱せずに研修会が進められるようになった．

○今までにない方式の研修は私にとっては新鮮．

○職員全員で学校の研究の体制について同時に同じ手法で学べているのが最大の成果．

○学ばせ方を客観的に見つめることができるので，たいへんやりやすい．

課
題

●前期の初めは進め方がよく分からずとまどった

付菱研修の進め方の確認

●授業を見る観点の確認を，研究会前にその都度した方がよい（生徒の様子や教師のかかわり方を見るなど)．

●職員会議以外でも，年度当初の研究会でのルールをあらためて確認するとよい．

●１枚の模造紙の中のカードをキーワードでくくる．途中で口をはさまず付菱の言葉で話を進めるなど，慣れてい

ない人がいる．数をこなして話し合いの密度を高めていきたい．

●話題が散漫になりやすい．

●付菱のサイズ，記入の仕方（１枚に一つの内容)，文字の大きさ，キーワードでくくるなど，ルールの再確認を

する必要がある．今年はスタートした時点でばらばら（いろいろな人がいた）だったように感じた

●教科の指導方法に入らない（深入りしない）ように気を付けたい．

●「成果」なのか「課題」なのかどちらか分からない付菱もあった

●司会者，参加者の違いにより，協議の内容が一定でなくなる．

司会の技量？互いに学び合い，指摘できる同僚性

●司会者の技量によって，話し合いの深まりがまったく変わってくるので，コーディネーターとしての司会者のシ
ナリオを丁寧にシェアリングすべきである．

自分の授業に生きる研修の在り方

●よりよい指導の在り方は？自分の授業に置き換えたとしたら？という研修にはなかなか結び付いていかない気が

する．指導主事の先生から言われたが，研修でない「明日の授業」のために何かが残りましたか？になかなか行
き着かない．

●自分の授業にどう活かすかの話し合いが不十分であった．

そ
の
他

．付菱研修会のルールを再確認できてよかった．

４人グループはすべての時間に固執せず，柔軟に

ルールの確認は何度でも…・ライブ＋ビデオ・天中方式の継続

･授業をＶＴＲに収め，気になる部分を数分だけで全員で見るなど，まだまだ工夫できる余地があると思う．

･厳密に学びの教育の研究を進めるよりも，これまでどおりの天中方式の良いとこ取りで進めていってほしい．

･生徒を見るという視点のため，参加できる範囲で参加していきたい．
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表８学びの研究会（年２回の外部講師を迎えての授業研究）の成果と課題

成
果

外部講師の活用

○指導の先生のお話は学ぶべきことが多かった．時間をもっと取って，十分なお話をお聞きしたい．

○講師を招きながらも，天中独自の研究方法や立ち位置をもてている．

○講師を招くことで新しい視点で物事を考えられるようになる．

○全員で本校の研究の共通理解ができ，成果や課題が確認できる．

研究の方向性の確認

○全員が一つの目標に向かって取り組むようになった授業づくりの目指すべき方向が分かりやすくなった．

○全教師の共通理解ができた．

○毎年，学び合いの理念について確認でき，初心に返ることができるところがよいと思う．日々の授業の中で忘れ

てしまったことを確認した．

○年度初めと中間での「学び合い」に対する取り組み方の相違を改めて知るきっかけとなった．

○４人グループなど，天中方式がしっかり決まっているので，プレずに研修できると思う．

○天中全体が引き締まる研究会であった．ただ,１２／ｌの研究会はあまりにも参加者が多く，公開研究会のようだっ

た．生徒も小林先生もすばらしかった．

教師の学び合い

○全員で一つの授業を見るということでも意義があった．しかもその後，４グループに分かれて付菱研修をしたこ

とも多様な意見が聞けてよかった．

○グループ研修をすることで，すべての先生方の考え方に触れることができる．

生徒の学びの事実から授業を語る

○個々の生徒やグループの学び合いを大勢で見ることによって，それぞれの生徒たちについての話し合いが深まった．

○特定の生徒に着目して授業を見る（生徒の名前を書く）ことについて，壁・窓際で参観し，生徒の視線をさえぎ

らない，学びに入り込まないなどの制約から，いつも決まった場所にいる生徒を見ていたが（自分の力のなさか

ら全体を見られずに…)，１２／ｌの研究会では注目してほしいグループや個人が示されていて,大変見やすかった．

○普段教えている２年３組の子どもたちの表情が生き生きとして輝いていて，いい意味でショックを受けた．子ど

もたちが意欲をもって学ぶとはどういうことなのかを彼らから学ぶことができた．

○２年３組の輝いた顔を見ることができたまた，生徒に目を向けるために，観察対象を絞ったことで，研修会で

はいろいろな班内での生徒の思考過程を知ることができた．

○生徒の授業の取組について語る機会となり，自分自身の授業についても考えることができた．

○学びのスタイルについては，生徒たちも身に付き，進歩してきていると思う．

課
題

小グループによる付茎研修の在り方

●付葵グループは，できるだけ学年部のメンバーと異なるグループ分けにした方が新鮮な話し合いができる．

●グループ研修だと，先生方が意見を出されたときの雰囲気が伝わらない．

●黒板にグループ研修の模造紙をすべて並べておけるなら，それぞれのグループの視点の共通項や相違点等も比較

できるので，さらに深まるだろうと思う．

●４人学びをねらい達成のために，いかに効果的に配置していくかが今後の課題．

4人グループと．の字型の座席

●学び合いの使える場面と，そうでない場面の使い分けについて考えていく必要がある．

●全員前向きと．の字型の座席の使い分け方のルールがあればよい．いつでもコの字型は変でないか．

●授業参観のルール「生徒に話しかけない」が守られていないことが多く，徹底した方がよい（教師にも，生徒に

も甘えがある)．

●教科や授業者をどういう視点で決定するか．

●当日の授業では小さい教室にたくさんの教師が入り過ぎていたように感じた他によい方法があればよいが…．

●自分の授業を自習にすることは非常につらい．

そ
の
他

長期休業中の研修（学びにかかわって？）外部講師による研修の必要性？

･長期休業中に別の形式の研修会で学ぶことはできないか？生徒が校内にいる日に研修だと何かと気ぜわしい、
● 来年度終了後，継続の有無を再検討

･授業をなさった先生方，本当にすばらしい授業を提示くださってありがとうございました．

出張と重なり，参加することができなかったが，来年は参加して学びたいと思う．
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各グループから付菱紙を用いた協議の結果を全体に

報告し，通常の研修会の内容をほぼ終了した後に，

外部講師から，提示された授業における「生徒のグ

ループによる学び合い」について,コメントと指導，

さらには講話をいただくという形式で行っている．

この点では，ワークショップによる「為すことに

よる教師集団の学び」と「トップダウン的な知識の

習得」とがマッチした研修となり得ている．

5-4．校内研修会の今後の課題

第一は，授業参観・授業検討会の視点や方法に関

する申し合わせ事項の確認方法であろう．特に，異

動されてきた先生方への主旨の理解あるいは改善

への全体の合意の方法等の検討が必要である．

第二は，生徒の学びの姿（事実）を基にした授業

検討の更なる深化である．とりわけ，通常，授業者

の目が届かない生徒の姿を知るだけではなく，その

生徒への対応等の協議も，別途必要になろう．

そして第三は，この付菱紙を用いたワークショッ

プ型の検討は，当該授業を通して，参観者自身の授

業改善への示唆・ヒントを得るという視点である．

この視点が欠けると，単なる繰り返しの研修会と

なってしまう．表７には，その課題として２つの指

摘がある．同校では，これを毎月，前月の目標を反

省して翌月の課題とするような試みをしている．

6．校内研修会の成果

同校の全国学力状況調査の結果の推移を見ると，

以下のようなことが言える．2007年度は国語は概ね

国の平均をわずかに上回り，数学は国平均を下回っ

ていた．その後，上昇傾向が続き，2010年には，国

語と数学ともに国の平均より１０ポイント程上回るよ

うになった．とりわけ，両教科とも，Ｂ問題では，

15ポイント程度上回っている．表２のように，生徒

の思考を深める指導が，校内研修会における授業力

向上により，その効果が現われていると推測でき

る．同様に，生徒質問紙による生活状況を見ると，

表９のように家庭学習や生活態度にも大きな改善が

見られることがわかる．一部に,「学校の規則を守っ

ている」のようにやや低下したものがあるが，これ

も従来は良しとしていたことが不十分であると認識

できるようになってきたと解釈できるものである．

これらの結果は，

．「．の字型座席」や４人グループによるコミュ
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表９生徒質問紙に見られる生活態度の変化の推移

項目 １９年度 22年度 県平均

家族と一緒に夕食 4５ 6５ 6５

家族に学校の出来事を話す 5５ 7３ 6７

６時半前に起床 １６ 3５ 4２

午前０時以降に就寝 2６ １６ 2１

ケータイを持っている 7１ 3７ 3９

テレビ等を２時間以上 7０ 6１ 5８

平日１時間以上の家庭学習 5８ 8２ 7１

塾や家庭教師 5０ 4３ 3４

失敗を恐れず挑戦 5６ 7５ 6８

自分にはよいところがある 4９ 7４ 6８

学校の規則を守っている 5０ 4７ 4８

ニケーションのある協同的な学び

・学習意欲や課題意識を高め，全員の学びを保障

する学習課題の設定，グループ活動を取り入れ

た互恵的な学び一生徒相互の意見交換を促し，

活用する力の育成

・課題提示から学習のまとめを意識した導入の工

夫(提示まで７分)やグループ活動への指示(手

立て）の明確化，課題と連動したまとめの工夫

などを意識した授業実践を推進

．まとめの重視一基礎的・基本的な知識・技能の

定着や自分の考えを書く力の育成

等の学習をテーマに進めてきた授業力向上を目指し

た教職員の取組と共に，生徒自身の学習に立ち向か

う意欲と態度が向上してきた結果と言えよう．また，

確かな学力を身につけさせたいという保護者の願い

と支持・協力にも負うことが大きいと考えられる．

以上のように,個々の因果関係は明確ではないが，

総体としての校長のリーダーシップのもとに，実践

してきた授業改善，とりわけ，授業力向上を目指し

たワークショップ型校内研修が，生徒の学力の向上

と生活状況の改善も図り得ると言えよう．

7．おわりに

全職員が共通理解のもとに，協同して授業実践を

語り合うワークショップ型校内研修は，教員が自信

を持って日常の授業実践に取り組む原動力になっい

る．このような授業改善が，教師が自信を持って授

業を行うことにつながり，生徒の向上と家庭学習や

生活態度の改善にもつながっていく．

これまでのトップダウン的な知識伝達をねらいと
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した教科中心の校内研修と，ワークショップ型の研

修を通して，教師としての力量形成のための徒弟的

な伝承やあるいは暗黙知を実践的知識としての形式

知化していく場としての校内研修の両者をミックス

するような「学びの研究会」的な研修会の可能性や

その質が問われることになろう．

謝辞：校内授業研修会のアンケート調査について全

面的にご協力いただいた潟上市立天王中学校の雷藤

正博校長，後藤秀司研究主任をはじめとする教職員

の方々に，記して感謝の意を表します．

附記：本研究の一部は，科学研究費補助金･基盤研

究（Ｃ）（研究代表：浦野弘，課題番号：22500907）

及び科学研究費補助金･基盤研究（Ｂ）（研究代表：

南部昌敏,課題番号:22300283)の支援を受けている．
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1．授業参観･授業分析の視点

（１）「授業を見る視点」を授業のデザインに明示する。これに沿って，個々の生徒やグループに対する授業者のかかわ
りと，生徒の学び合いでの動きを中心に観る。付妻には座席表をもとに，生徒の個人名が入るようにする。

（２）授業者が生徒を観る視線をさえぎらないように，教室の壁際で参観する。また，生徒の学び合いには介入しない(生

徒に話しかけない)。

（３）学び合い(視点1)については，次のような観点から参観する。成果を黄色付菱，課題及び改善点をピンク付萎に記入

する。

①生徒を見る目

→表情やしぐさ，つぶやき「生徒がどこでどう学んでいたか，つまずいていたか」

→生徒どうしのかかわり「学び合いを充実させるための生徒どうしのかかわりはどうであったか」

②教師を見る目

→生徒の学び合いに対するかかわり

→授業のデザイン「学び合いを充実させるための授業の構成はどうであったか」

（４）成果に関する考え方

①生徒の学びの事実から，授業者のかかわりの成果(課題)について語る。

②授業参観から得た自分の授業への示唆について語ることも，自分の実践を振り返り，学び合うことにつながる。

（５）課題及び改善点に関する考え方

ライブで授業を観ると，「自分であればこうする」と考えさせられることが多くある。改善策(代案)を示すこと

は授業者の意図を否定することではなく，自分の授業改善に向けて学んだことを互いに共有することになる。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：Professionalskills，Developmentof

teacherqualities,Techereducation，

In-serviceteachertraining，

Improvementofscholasticattainments
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資料天中方式・付萎研修の方法
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ｔｏｏｂｔａｉｎｔｈｅｃｏｍｍｏｎｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｉｎｇbetween

teachers・

Itisclarifiedthatthein-servicetraininginschool

oftheworkshoptｙｐｅｔｈａｔｔｈｅｔａｇｐａｐｅｒｕｓｅｄ

ｉｓｅｆｆｅｃｔivefromtheresultofthequestionnaire

survey，Ａｎｄｔｈｅｌｅａｒｎｉｎｇｏｆｔｈｅｔｅａｃｈｅｒｗｈｏ

ｈaｄｕｓｅｄｔhein-serviceteachertraininginschool

riseswhentherewasaninvitationlecturerwas

suggested

2.授業分析の方法

（１）授業分析は小グループによる付萎研修で実施する。模造紙パターンをマトリクス法とする。

（２）「授業を見る視点」に沿って，授業者から授業を振り返ってもらう（全体)。

（３）グループ別で付萎研修を行う。付菱は初めからすべてをはるのではなく，はりながら内容を補足するように発言す

る。また，関連したものをはりながら進める。

模造紙パターン〈マトリクス法〉
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視点１「学び合い」 視点２「学習課題」または「まとめ」 その他

成
果

課
題

改
善
策
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